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労
働
者
の
祭
典
・
第
90
回

メ
ー
デ
ー
が
、
５
月
１
日
の
岩

手
県
中
央
集
会
を
は
じ
め
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ゴ
ー

ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
10
連
休
」、

「
令
和
お
め
で
と
う
」
な
ど
と

か
つ
て
無
い
マ
ス
コ
ミ
報
道
の

中
、
要
求
を
掲
げ
、
県
中
央
集

会
に
約
１
０
０
０
人
、
県
内
10

カ
所
約
２
０
０
０
人
の
参
加
で

成
功
し
ま
し
た
。

　

釜
石
支
部
で
は
、「
看
護
師

増
や
せ
」「
令
和
も
平
和
」
と

元
気
に
ア
ピ
ー
ル
。
中
央
支
部

は
、
２
つ
の
横
断
幕
に
「
人
員

不
足
を
な
く
し
て
権
利
行
使
」

「
採
算
よ
り
も
人
増
や
せ
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

保育士さんも「賃金UP！」

民医連のみなさん

賞、とったどー！ 中野委員長はどこ？

バックは旧さんてつ駅舎
金野いわて労連
議長は北上でも
ご挨拶

うしろにみごと！なサクラ

第90回
要求を掲げ各地で開催

メーデー

県中央集会

中央集会

二戸

釜石

宮古北上・和賀
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あなたの一歩が平和な世界をつくる！

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
、
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会

が
「
５
・
３
憲
法
集
会
in
い
わ

て
」
を
盛
岡
市
「
岩
手
教
育
会

館
」
で
開
催
し
、
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

貧
困
や
不
誠
実
と
闘
っ
て
き

た
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
が
、『
憲

法
の
理
想
に
現
実
を
近
づ
け
る

た
め
に
！
』
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　
「
憲
法
は
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
最
高
法
規
だ
。
人
権
を

守
る
た
め
に
は
怒
る
こ
と
が
重

要
だ
。
最
大
の
人
権
侵
害
は
戦

争
で
あ
り
、
改
憲
を

阻
止
す
る
う
え
で
も

３
０
０
０
万
署
名
を
や

り
き
る
こ
と
だ
」
と
強

調
し
ま
し
た
。 

さ
ら

に
、
我
が
国
の
「
貧
困

と
格
差
」
の
実
態
を
指

摘
し
、「
20
年
間
で
欧

米
は
60
～
80
％
の
賃
上

げ
を
し
て
き
た
が
、
日

本
で
は
９
％
の
マ
イ
ナ

ス
。
非
正
規
職
員
も
激

増
し
た
。
社
会
保
障
は

切
り
捨
て
ら
れ
、『
憲
法
25
条
』

が
空
洞
化
し
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
原
因
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、「
新
元
号
フ
ィ
ー
バ
ー

は
安
倍
政
権
の
政
治
シ
ョ
ー
」

と
批
判
。「
国
民
主
権
国
家
と

は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
、
参

議
院
選
は
９
条
改
憲
阻
止
の
重

要
な
た
た
か
い
に
な
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
「
憲
法

９
条
み
ん
な
の
宝
」「
憲
法
変

え
ず
に
政
治
を
変
え
よ
う
」
等

コ
ー
ル
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し

ま
し
た
。

５
・
３
憲
法
集
会 

in 

岩
手　

憲
法
で
は
な
く
政
治
を
変
え
よ
う
！

宇都宮弁護士（右）とともに市内をパレード

あなたの一歩が平和な世界をつくる！
　今年も、８月の原水爆禁止世界大会に向けて、全国

を横断する国民平和大行進がスタートしています。

　県内は６月８日（土）から16日（日）まで沿岸などから

の支線コースも含め、全市町村を行進します。

　通し行進者も歩きます。核兵器禁止条約の成立も、

こうした地道な運動の成果です。さあ、青年を誘い、

仲間を誘い、みんなで平和の一歩を刻みましょう。

２０１９国民平和大行進
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病棟外来一元化・パワハラに言及！

仲
間
と
過
ご
し

　 
よ
い
思
い
出
に

退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う
集
い

　

４
月
20
日
～
21
日
、
秋
田
県
仙

北
市
で
退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、

わ
ら
び
座
の「
い
つ
だ
っ
て
青
空
」

を
観
劇
。
２
日
目
は
角
館
散
策
、

酒
蔵
見
学
、
木
工
体
験
の
コ
ー
ス

に
わ
か
れ
て
交
流
し
、
昼
食
は
全

員
で
田
沢
湖
ビ
ー
ル
と
軽
食
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

４
月
26
日（
金
）15
時

よ
り
遠
野
病
院
支
部
団

体
交
渉
が
開
催
さ
れ
、

支
部
５
名
・
本
部
２
名

で
臨
み
ま
し
た
。

　

団
交
は
①
サ
ー
ビ
ス

残
業
の
常
態
化
に
つ
い

て
、
②
夜
勤
免
除
申
請

の
不
受
理
問
題
に
つ
い

て
、
③
病
棟
外
来
一
元

化
に
つ
い
て
、
④
タ
イ

ム
カ
ー
ド
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
特
に
病

棟
外
来
一
元
化
は
労
働

条
件
の
変
更
を
伴
う
も

の
で
あ
り
、
労
使
協
議

が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
導

入
さ
れ
た
こ
と
を
追

及
。
当
局
は
「
協
議
を

し
た
」
と
の
認
識
で
し

た
が
、
一
方
的
な
説
明

会
を
実
施
し
た
だ
け
で

あ
り
、
組
合
と
の
合
意

は
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
混
乱
が
続
い

て
お
り
、「
日
替
わ
り

で
不
慣
れ
な
外
来
勤
務

の
た
め
安
全
が
保
て
な

い
」
な
ど
組
合
員
か
ら

の
切
実
な
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
３
ヶ
月
後
の

評
価
の
際
は
、
労
使
協

議
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

夜
勤
免
除
申
請
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
問
題

に
つ
い
て
は
、
上
司
か

ら
の
圧
力
に
よ
り
申
請

し
に
く
い
環
境
の
た
め

今
後
は
、「
事
務
局
を

窓
口
と
す
る
」「
職
員

へ
通
知
す
る
」
と
回
答

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
不
払
い
残
業
が

常
態
化
し
て
い
る
背
景

に
も
「
理
由
を
し
つ
こ

く
聞
か
れ
る
の
が
負

担
」
な
ど
、
パ
ワ
ハ
ラ

が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
追
及
し
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

ガイドさんの説明を受けながら角館散策

わらび劇団のみなさんと記念撮影夕食交流会

木工体験
「秀よし」酒蔵見学　

乾杯の音頭は
○○○○さん

遠野支部
団体交渉 病棟外来一元化・パワハラに言及！
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　５月18日、女

性５団体による

ピースアクショ

ンいわては、も

りおか歴史文化

会館前で、「辺野

古に基地はいら

ない。美ら海守

ろう」と沖縄連

帯スタンディング行動を行いました。行動に

は労働組合・民主団体から18名が参加。横断

幕やジュゴンの特大折り紙などで辺野古の土

砂投入の中止などを訴えました。県医労から

は２名が参加し、リレートークで女性部沖縄

ツアーの報告をしました。

　スタンディン

グ行動のあと13

時30分 から、水

産会館で「沖縄

連帯のつどい」が

開催されました。

　国民民主党・

日本共産党・社

会民主党の代表

が連帯のあいさつをし、稲正樹さん（国際基督

教大学元教授）が講演をしました。講演では、

沖縄の基地問題を1995年から時系列で追い、

政府との法的紛争について説明しながら、沖

縄県民の民意を無視して、あらゆる手段を使っ

て、何がなんでも辺野古埋め立てを強行しよ

うとする安倍政権を痛烈に批判しました。

　講演のあと、都鳥伸也さん・拓也さんが、

沖縄を舞台としたドキュメンタリー映画２作

目の「私たちが生まれた島～ＯＫＩＮＡＷＡ

2018 ～」を宣伝し、沖縄県民投票支援ボラ

ンティアの参加者から報告がありました。

　集会には102名が参加しました。

講演する稲正樹さん（「沖縄連帯のつどい」）

沖縄連帯 基地はいらない！
美ら海守ろう！

　　　沖縄連帯
スタンディング

行動

沖縄連帯の
つどい
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中
部
病
院
で
は
、
職
員
か
ら

宿
直
制
勤
務
改
正
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、「
こ
の
勤
務
は
絶

対
に
無
理
」
と
説
明
後
に
署
名

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
私
も
医
療
従
事
者
で
す
。
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど

励
ま
し
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中
央
病
院
で
は
、
呼
び
か
け

に
立
ち
止
ま
っ
て
快
く
署
名
し

て
く
れ
る
職
員
が
多
く
、
署
名

行
動
に
慣
れ
な
い
青
年
部
委
員

は
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
、
自
分
自
身
の
言
葉
で
署

名
を
説
明
す
る
難
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

２
病
院
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間

30
分
の
署
名
行
動
で
、「
夜
勤

改
善
・
大
幅
増
員
署
名
」
は

　

本
部
青
年
部
委
員
会
は
５
月

10
日
の
昼
に
中
部
病
院
、
夕
方

に
中
央
病
院
で
そ
れ
ぞ
れ
の
玄

関
前
で
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増

員
署
名
」
と
「
県
立
病
院
の
宿

直
勤
務
体
制
改
善
の
要
請
書
」

２
種
類
の
署
名
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

１
４
５
筆
、「
宿
直
勤
務
体
制

改
善
の
要
請
書
」
は
１
１
１
筆

を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、

各
支
部
の
青
年
部
が
主
体
的
に

署
名
活
動
や
、
支
部
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
○
○
） 現状を訴え、署名していただきました

署名について笑顔で丁寧に説明

エ
ー
ル
を
受
け
、元
気
に
署
名
活
動

中
央
病
院
・
中
部
病
院

大
幅
増
員
署
名
145
筆
、宿
直
勤
務
改
善
署
名
111
筆

　4月26日　江刺支部

　5月10日　磐井支部

5月9日　千厩支部　

5月17日　中部支部　

支部歓迎会
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働
き
方
改
革
。
本
当
に
改
革

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
休
み
た
い
時
に
休
め
る
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
時
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
、
そ
ん
な

環
境
が
理
想
で
す
。

　
磐
井
支
部
　
ひ
よ
こ

　

　

　

あ
っ
と
い
う
間
に
サ
ク
ラ
満

開
。
美
し
く
、
青
空
に
映
え
て

い
ま
し
た
。
感
動
！
タ
メ
息
！

中
央
支
部
　
じ
ゃ
が
い
も
の
花

　

　

　

Ｇ
Ｗ
終
了
。
も
ち
ろ
ん
Ｇ
Ｗ

も
仕
事
。
働
い
て
も
代
わ
り
の

連
休
な
ど
な
い
。
働
く
意
欲
も

失
せ
ま
す
よ
。

大
船
渡
支
部
　
　
　
　
　

ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

転
勤
し
て
い
っ
た
同
僚
が
ど

ん
ど
ん
退
職
し
て
い
く
。
理

由
は
モ
ラ
ハ
ラ
や
超
過
勤
務

等
々
。
職
場
環
境
を
整
え
て
、

　

新
人
・
転
入
者

の
み
な
さ
ん
は
、

仕
事
に
慣
れ
て
き

た
頃
だ
ろ
う
か
。

世
間
的
に
は
Ｇ
Ｗ

は
10
連
休
。
私
た

ち
医
療
従
事
者
は

連
休
な
ど
関
係
な

く
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
仕
事
。
疲
れ
は
と
れ
て

い
る
だ
ろ
う
か
▼
あ
る
病
院
の

歓
迎
会
に
参
加
し
た
際
、「
早

く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
や
「
休
ま
ず
出
勤
し

ま
す
」
と
、
新
人
や
転
入
者
が

挨
拶
を
し
て
い
た
。
若
い
な
～

元
気
だ
な
～
と
思
う
反
面
、
少

し
不
安
に
な
っ
た
▼
６
月
に

な
り
多
く
の
研
修
を
こ
な
し
、

責
任
の
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
人
が
、

「
ミ
ス
を
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

「
や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
っ
た
不
安
に
よ
り
、
悩
ん

だ
り
元
気
が
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
を
「
６
月
病
」
と
い
う
。

新
社
会
人
に
多
い
の
は
、
大
型

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

　

４
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
23
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
４
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

○
○
○
○（
一
戸
支
部
）、
し

ら
た
き
、ツ
ン
デ
レ
ラ
、（
以
上
、

中
央
支
部
）、
プ
ー
の
ハ
ハ（
中

部
支
部
）、
い
ち
ご
ち
ゃ
ん（
江

刺
支
部
）、
セ
ブ
ン（
磐
井
支

部
）、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ（
南
光
支

部
）、よ
っ
ち
マ
マ
、ラ
イ
ム（
以

上
、
大
東
支
部
）、
ハ
ク
シ
ョ

ン
大
魔
王（
大
船
渡
支
部
）

思
う
存
分
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

一
戸
支
部
　
ひ
た
す
ら
ト
ド

　

　

　

毎
日
が
忙
し
く
過
ぎ
て
い

き
ま
す
。
一
日
で
い
い
、
の
ー

ん
び
り
で
き
る
日
が
あ
れ
ば

い
い
な
ー
。

山
田
支
部
　
や
っ
て
ら
れ
な
い

　

　

　

４
月
号
の
県
医
労
新
聞
は
、

い
つ
も
よ
り
写
真
が
多
く
、
に

ぎ
や
か
さ
が
伝
わ
り
、
読
み
や

す
か
っ
た
で
す
。

宮
古
支
部
　
き
ら
き
ら
る

　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
導
入
さ

れ
、
出
勤
15
分
前
に
行
う
と
、

理
由
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
15
分
を
過

ぎ
て
か
ら
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を

切
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
れ
で
は
意
味
が
な

い
。
改
善
を
求
め
ま
す
。

中
央
支
部
　
夏
女

連
休
後
に
倦
怠
感
が
生
じ
、
出

勤
が
億
劫
と
な
る
「
５
月
病
」。

転
勤
や
部
署
異
動
で
環
境
の
変

化
が
あ
っ
た
社
会
人
に
多
い
の

が
、
こ
の
「
６
月
病
」
だ
▼
医

療
の
現
場
は
、
死
と
隣
り
合
わ

せ
だ
。
日
々
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
現
場
で
多
く
の
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
、
自
分
が
思
っ
て

い
る
以
上
に
過
酷
な
勤
務
。
つ

い
て
行
く
の
が
や
っ
と
の
新
人

や
転
入
者
が
「
早
く
仕
事
を
覚

え
た
い
。
み
ん
な
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」
と
思
う
の
も
、

確
か
に
分
か
る
。
し
か
し
、
頑

張
り
す
ぎ
て
自
分
を
追
い
込
ん

で
い
な
い
だ
ろ
う
か
▼
睡
眠
は

と
れ
て
い
る
か
？
食
欲
は
あ
る

か
？
出
勤
時
に
頭
痛
や
吐
き
気

は
出
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？
▼

新
人
だ
か
ら
、
転
勤
し
た
ば
か

り
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
遠
慮
し

て
年
次
を
取
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

自
分
の
た
め
に
休
暇
を
し
っ
か

り
取
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し

よ
う
。 

（
あ
）



期日　2019 年 6 月 15 日（土）
時間　午前 10 時～午後 3時

医療研究集会医療研究集会第44回
岩手県
第44回
岩手県

いのちの尊厳を守ろういのちの尊厳を守ろう

2019年７ 13
盛岡市 ふれあいランド岩手

10：00～15：00

◆午前の部　レポート発表
　　　　　　10：00～12：00

◆午後の部　記念講演
　　　　　　13：00～

【演題】

【日時・場所】

「いま、病院が危ない！」「いま、病院が危ない！」
【講師】　本 田    宏 さん

医師
NPO法人医療制度研究会副理事長
日本医学会連合労働環境検討委員会委員

６月の予定

８日（土）～ 16日（日）

	 2019年国民平和大行進

14日（金）～ 15日（土）

	 第46回医療研究全国集会	in	三重

15日（土）	 過労死・過労自死110番

21日（金）～ 22日（土）

	 県医労第75回定期大会（ホテル森の鶯宿）

22日（土）	 薬剤師・臨床検査技師・診療放射線技師・

	 看護師合同会議（ホテル森の風鶯宿）

30日（日）	 第65回岩手県母親大会	in	遠野

（遠野市民センター	他）

７月の予定

５日（金）～６日（土）

	 県医労女性部第62回定期大会（ホテル紫苑）

13日（土）	 第44回岩手県医療研究集会

（ふれあいランド岩手）

27日（土）	 県医労青年部第62回定期大会

（ホテル森の風鶯宿）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


